
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｓｐａｃｅｉ宇宙かわら版 ２０１６年１２月１５日号      ※「Spacei」は JAXA と JSF の共同事業です 
 

問い合わせ先：Ｓｐａｃｅｉ事務局（一般財団法人日本宇宙フォーラム） 

ホームページ：http://www.spaceiinfo.jp/  お問い合わせ：https://www.science-event.jp/event/spacei_contact/ 

※特に断りのない限り日付は日本時間です。画像の出典：①NASA ②-③JAXA 

ロケットから分離直後の「しずく」 

１２月９日(金)にＨ-ＩＩＢロケット６号機

で打ち上げられた、宇宙ステーション

補給機「こうのとり」６号機は、１２月１

３日（火）１９時３９分にシェーン・キン

ブロー宇宙飛行士が操作する国際宇

宙ステーション（ＩＳＳ）のロボットアーム

により把持（はじ：ロボットアームでつか

むこと）されました。また翌１２月１４日

（水）３時２４分にはＩＳＳとの結合（ドッ

キング）を完了しました。 
 

「こうのとり」６号機により宇宙飛行士

の食料や飲み水などの補給物資のほ

か、ＩＳＳの運用に欠かせない日本製リ

チウムイオン電池を搭載した新型バッ

テリ―、大学や企業が開発した超小

型衛星７基などが送り届けられました。 
 

今後、「こうのとり」に搭載された補給

物資はＩＳＳ長期滞在クルーによって

順次船内に移送される予定です。 

 

 
 

「こうのとり」6号機の最新情報はこちら 
ファン！ファン！JAXA「こうのとり」6号機特設サイト 

http://fanfun.jaxa.jp/countdown/htv6/index.html 

 
 

 

２０１６年１２月１５日発行 

さらに詳しく知りたい方はコチラ 「こうのとり」の特長は世界最大の ISS への物資補給能
力です。米国、ロシアの補給船が約２～3 トンであるの
に対して、「こうのとり」では最大で約 6 トンの物資補給
が可能です。「こうのとり」6号機の非与圧部には日本製
のリチウムイオン電池を使用した ISSの新型バッテリが搭
載されていますが、このように大型の実験装置などを
ISS に運べるのは日本の「こうのとり」だけです。 
上）曝露（ばくろ）パレットに搭載された ISS用バッテリ 
下）種子島の水が入った飲料水バッグ（左）や大学・ 

企業が開発した超小型衛星 7基も ISS に運ばれた 

世界最大！約 6トンの補給能力 

 
  

Ｃ型小惑星「1999ＪＵ３」からのサンプルリターンを目指す 『（今回の把持の様子を見て）日本の技術力の高さをぜひ誇りに思ってほしい。』 
ライブ中継で解説を務めた油井亀美也宇宙飛行士 

③ 

① ISS のロボットアームに把持された「こうのとり」6号機 

「こうのとり」6号機結合後の ISS 
「こうのとり」6号機は ISS の「ハーモニー」 

（第 2結合部）間の共通結合機構に設置 

 
② 「こうのとり」6号機ミッションロゴ 

222000000999 年年年ののの初初初号号号機機機打打打ちちち上上上げげげ以以以降降降、、、すすすべべべてててのののミミミッッッシシショョョンンンががが成成成功功功                        
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